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❶壁がなく災害時など物資をスムーズに運び
込めます　❷262平方㍍の玄関ホール。競技
場や武道場など一部を除き、施設内は外靴で
利用できます　❸武道場の半分は畳敷き。施
設内は全部屋に冷暖房を完備しています　❹
競技場の広さはバレーボールコート２面分、
バドミントンコート８面分です　❺災害時に
使用するかまどベンチ。上の座板を外して使
用します

新
た
な
市
の
交
流
拠
点

駅
北
に
市
民
セ
ン
タ
ー
完
成

予
約
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
の
２

か
月
前
か
ら
に
加
え
て
、
新
た
に

市
内
団
体
に
限
り
、
競
技
場
と
武

道
場
を
全
面
使
用
す
る
場
合
は
、

３
か
月
前
か
ら
の
予
約
が
可
能
。

大
き
な
イ
ベ
ン
ト
の
会
場
確
保
が

ス
ム
ー
ズ
に
行
え
ま
す
。
ま
た
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
だ
け
で
な
く
、

従
来
ど
お
り
市
民
セ
ン
タ
ー
窓
口

で
も
予
約
を
受
け
付
け
ま
す
。
い

ず
れ
も
施
設
の
予
約
に
は
、
事
前

に
利
用
者
情
報
の
登
録
が
必
要
で

す
。
予
約
シ
ス
テ
ム
の
使
用
方
法

な
ど
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
＝
左

記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
参
照
＝
に
掲
載
し

て
い
る
説
明
書
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　市
が
平
成
26
年
度
か
ら
事
業
を

進
め
て
き
た
、
西
町
三
丁
目
の
新

市
民
セ
ン
タ
ー
（
愛
称：あ
や
べ
・

日
東
精
工
ア
リ
ー
ナ
）。
10
月
14

日
に
竣
工
式
を
行
い
、
15
日
か
ら

利
用
を
開
始
し
ま
し
た
。

さ
ま
ざ
ま
な
機
能
を
持
つ
施
設

　同
施
設
は
、
旧
市
民
セ
ン
タ
ー

（
並
松
町
）
と
旧
武
道
館
（
西
町

三
丁
目
）の
老
朽
化
な
ど
に
伴
い
、

両
施
設
の
機
能
を
統
合
し
て
建
設

し
た
も
の
で
す
。
敷
地
は
約
１
万

２
４
０
０
平
方
㍍
、
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
造
３
階
建
て
、
延
べ
床
面

積
は
約
４
６
６
０
平
方
㍍
で
、
５

年
間
の
総
事
業
費
は
約
21
億
円
。

本
市
で
初
め
て
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ

ツ
を
導
入
し
た
施
設
で
す
。

　１
階
に
は
、
柔
道
や
剣
道
、
合

気
道
な
ど
が
で
き
る
武
道
場
を
整

備
し
、
96
席
の
収
納
式
観
覧
席
を

設
置
し
ま
し
た
。
ま
た
、
壁
一
面

が
鏡
張
り
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー

ム
や
シ
ャ
ワ
ー
ル
ー
ム
を
備
え
た

更
衣
室
を
配
置
。
綾
部
公
民
館
や

市
ス
ポ
ー
ツ
協
会
の
事
務
所
、
最

大
約
１
２
０
人
が
収
容
で
き
る
研

修
室
、
30
人
程
度
ま
で
利
用
で
き

る
会
議
室
（
３
室
）
も
備
え
て
い

ま
す
。
２
階
に
は
、
３
階
ま
で
吹

炊
き
出
し
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
し
ま

し
た
。
ま
た
、
敷
地
内
に
は
マ
ン

ホ
ー
ル
ト
イ
レ
や
「
か
ま
ど
」に
転

用
で
き
る
ベ
ン
チ
、
防
災
機
材
を

収
納
で
き
る
ベ
ン
チ
を
配
置
。
市

民
の
安
全
に
備
え
る
拠
点
と
し
て

使
用
し
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
予
約
受
付

　同
施
設
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
使
っ
た
予
約
シ
ス
テ
ム
を
、
市

内
で
初
め
て
導
入
。
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
接
続
で
き
る
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ
ン
な
ど
で
、
休

日
や
夜
間
で
も
施
設
の
利
用
予
約

や
空
き
情
報
が
確
認
で
き
ま
す
。

き
抜
け
の
競
技
場
を
配
置
。
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
や
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、

テ
ニ
ス
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
な
ど
各

種
ス
ポ
ー
ツ
が
楽
し
め
ま
す
。ま
た
、

３
階
部
分
に
は
競
技
の
観
覧
も
で

き
る
保
守
通
路
を
設
け
ま
し
た
。

災
害
時
は
避
難
所
に
利
用

　普
段
は
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
活
動

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
交
流
を
行
う
同

施
設
は
、
災
害
な
ど
緊
急
時
に
は

避
難
所
と
し
て
活
用
す
る
予
定
で

す
。
そ
の
た
め
、
施
設
内
に
防
災

倉
庫
を
配
備
。
建
物
の
南
側
は
１

階
の
一
部
を
屋
外
に
面
し
た
オ
ー

プ
ン
ス
ペ
ー
ス
＝
写
真
①
＝
に
し
、

市
民
セ
ン
タ
ー
最
後
の
イ
ベ
ン
ト

　９
月
29
日
に
は
、
旧
市
民
セ
ン

タ
ー
（
並
松
町
）
最
後
の
イ
ベ
ン

ト
と
し
て
「
あ
り
が
と
う
市
民
セ

ン
タ
ー
思
い
出
ま
つ
り
」（
同
ま
つ

り
実
行
委
員
会
主
催
）
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　同
ま
つ
り
を
企
画
し
た
市
太
鼓

連
合
会
の
蘆
田
正
巳
会
長
は
「
市

民
セ
ン
タ
ー
に
関
わ
っ
た
人
々
が

集
ま
り
、
盛
大
な
ま
つ
り
を
行
え

た
こ
と
を
感
謝
し
て
い
る
」
と
開

会
式
で
あ
い
さ
つ
。
ド
ッ
ジ
ボ
ー

ル
大
会
▽
市
民
団
体
に
よ
る
ス

テ
ー
ジ
発
表
▽
思
い
出
写
真
展
│

な
ど
が
催
さ
れ
、
子
ど
も
か
ら
高

齢
者
ま
で
多
く
の
人
が
別
れ
を
惜

し
み
ま
し
た
。
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開館時間　午前９時～午後10時
休 館 日　年末年始
　　　　 （12月28日～翌年１月４日）
駐車台数　221台（身体障害者用含む）
使用料金　時間帯などにより異なります。
　　　　　詳しくは市ホームページを参照
　　　　　するか、市民センターへお問い
　　　　　合わせください。
住　　所　綾部市西町三丁目南大坪39番地の10
問い合わせ　市民センター☎（42）1320
　　　　　ファクス（45）3011

施設案内

市民センターの
概要や予約方法などは
　　　　　　　　こちら➡
URL https://www.city.ayabe.lg.jp/
       bunkasports/kyoiku/bunka/
       citizencenter/index.html

綾部駅

綾部市役所

新市民
センター

綾部駅前交番

北部産業
創造センター

保健福祉
センター

あやべ健康
プラザ

あやべ
観光案内所

Ⅰ・Tビル

京都府綾部
総合庁舎

至 福知山市

至 京都・舞鶴方面

あやべグンゼ
スクエア

同施設は宮津市にあった海軍工場を移築したもの。
昭和38年から57年間、市民に親しまれました

あ
や
べ
食
育
・す
こ
や
か
フ
ェ
ス
ティ
バ
ル

■日 

11
月
10
日（
日
） 

■時 

10
時
〜
15
時

■場 

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）

■問 

保
健
推
進
課
☎（
42
）０
１
１
１

喫
茶
シ
ボ
ラ

■日 

11
月
11
日（
月
）

■時 

13
時
〜
15
時
30
分

■場 

寺
町
西
公
会
堂
（
寺
町
）

※

参
加
費
１
０
０
円
。
あ
や
べ
作
業

所
な
ど
の
製
品
販
売
あ
り

■問 

あ
や
べ
ボ
ラ
ン
ティ
ア
総
合
セ
ン
タ
ー

　☎（
40
）１
３
８
８ 

F（
40
）１
３
８
９

綾
部
も
み
じ
ま
つ
り

■日 

11
月
15
日（
金
）〜
17
日（
日
）

■時 

10
時
〜
21
時

※

15
日
は
日
没
〜

■場 

大
本
神
苑
（
本
宮
町
）

■問 

商
工
会
議
所
☎（
42
）０
７
０
１

山
家
も
み
じ
ま
つ
り

■日 

11
月
15
日（
金
）〜
17
日（
日
）

■時 

10
時
〜
21
時

■場 

山
家
城
址
公
園
（
広
瀬
町
）

■問 

山
家
地
区
自
治
会
連
合
会

　☎（
46
）０
３
４
５

上
林
川
環
境
美
化
大
作
戦

■日 

11
月
23
日（
土
・
祝
） 

■時 

８
時
〜

■場 
上
林
地
区

■問 
上
林
川
を
美
し
く
す
る
会
事
務
局

綾
部
市
菊
花
展

■日 

11
月
２
日（
土
）〜
６
日（
水
）

■時 

９
時
〜
16
時

■場 

あ
や
べ
グ
ン
ゼ
ス
ク
エ
ア
（
青
野
町
）

■問 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　☎（
42
）９
０
３
０ 

F（
42
）９
０
２
９

綾
部
ふ
れ
あ
い
牧
場
ま
つ
り

■日 

11
月
３
日（
日
・
祝
）

■時 

10
時
〜

■場 

綾
部
ふ
れ
あ
い
牧
場
（
位
田
町
）

■問 

ふ
れ
あ
い
食
堂

　☎
F（
48
）１
０
０
０

私
市
円
山
古
墳
ま
つ
り

■日 

11
月
３
日（
日
・
祝
）

■時 

10
時
〜
14
時

■場 

私
市
円
山
古
墳
公
園
（
私
市
町
）

■問 

観
光
協
会
☎（
42
）９
５
５
０

　F（
42
）８
５
１
４

建
田
の
金
刀
比
羅
講
大
祭

■日 
11
月
10
日（
日
） 

■時 

７
時
〜
15
時

■場 

建
田
宝
永
講
新
社
殿
（
佃
町
）

■問 

観
光
協
会
☎（
42
）９
５
５
０

　F（
42
）８
５
１
４

黒
谷
和
紙
と
も
み
じ
祭

■日 

11
月
10
日（
日
） 

■時 

10
時
〜
15
時

■場 

黒
谷
町

■問 

黒
谷
和
紙
協
同
組
合

　☎（
44
）０
２
１
３

ぷ
く
ぷ
く
ひ
ろ
ば

■日 

11
月
19
日（
火
） 

■時 

９
時
45
分
〜
11
時

■場 

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）

※

妊
婦
、
生
後
６
か
月
ま
で
の
産
婦

と
そ
の
家
族
対
象
。
持
ち
物
は
母

子
健
康
手
帳

■問 

保
健
推
進
課
☎（
42
）０
１
１
１

元
気
は
つ
ら
つ
教
室（
運
動
教
室
）

■日 

11
月
25
日（
月
）

■時 
13
時
30
分
〜
15
時
30
分

■場 
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）

※
65
歳
以
上
対
象
。
定
員
30
人

■申
■問 
保
健
推
進
課
☎（
42
）０
１
１
１

そ
う
や
な
あ
談
義

■日 

11
月
26
日（
火
） 
■時 
正
午
〜
14
時

■場 

古
民
家
カ
フ
ェ
轍（
十
倉
志
茂
町
）

※

実
費
必
要

■問 

社
会
福
祉
協
議
会

　☎（
43
）２
８
８
１ 

F（
43
）２
８
８
２

綾
部
市
総
合
文
化
祭

■日 

11
月
２
日（
土
）〜
４
日（
月
・
振
）

■時 

９
時
〜
17
時

※

４
日
は
16
時
ま
で

■場 

あ
や
べ・日
東
精
工
ア
リ
ー
ナ（
西

町
三
丁
目
）
ほ
か

■問 

文
化
協
会
事
務
局
、
稲
場
さ
ん

　☎（
42
）０
８
５
８

　☎（
42
）１
４
８
９

　F（
43
）２
８
４
０

あ
や
べ
de
手
作
り
市

■日 

11
月
24
日（
日
） 

■時 

10
時
〜
15
時

■場 

あ
や
べ
グ
ン
ゼ
ス
クエ
ア（
青
野
町
）

■問 

あ
や
べ
特
産
館

　☎（
43
）０
８
１
１

　F（
43
）０
８
３
３

育
児
相
談

■日 

11
月
５
日（
火
）

■時 

10
時
〜
11
時
受
付

■場 

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）

■問 

保
健
推
進
課
☎（
42
）０
１
１
１

女
性
相
談

■日 

11
月
６
日（
水
）

■時 

13
時
20
分
〜
16
時
10
分

■場 

あ
い
セ
ン
タ
ー
（
西
町
一
丁
目
）

■申
■問 

あ
い
セ
ン
タ
ー

　☎
F（
42
）１
８
０
１

人
権
相
談

■日 

11
月
８
日（
金
） 

■時 

13
時
〜
15
時

■場 

市
役
所
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
、

物
部
会
館
（
物
部
町
）、
上
林
い
き

い
き
セ
ン
タ
ー
（
八
津
合
町
）

※

物
部
、
上
林
は
申
し
込
み
必
要

■申
■問 

人
権
推
進
課
☎（
42
）４
２
４
９

あ
い
セ
ン
タ
ー

■日 

11
月
３
日（
日
・
祝
）

■時 

９
時
〜
18
時

■場 

西
町
一
丁
目

　☎
F（
42
）１
８
０
１

　
本
庁
舎

■日 

11
月
７
、
14
、
21
、
28
日（
木
）

※

戸
籍
・
国
保
・
福
祉
医
療
関
係
の

届
出
、
各
種
証
明
書
の
発
行

■問 

市
民
・
国
保
課
☎（
42
）４
２
４
５
、

　（42
）４
２
４
６
、（
42
）４
２
５
３

※

税
・
料
金
の
納
入
（
納
付
書
必
要
）

■問 

会
計
課
☎（
42
）４
２
８
８

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

■日 

11
月
14
、
28
日（
木
）

※

妊
娠
届
、
予
防
接
種
予
診
票
発
　

行
、
健
康
診
断
申
し
込
み
な
ど

■問 

保
健
推
進
課
☎（
42
）０
１
１
１

ご
寄
付
　
９
月
受
付
分

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

《
社
会
福
祉
事
業
基
金
に
》

前
田
道
子
（
寺
町
） 

３
千
円

竹
内
早
智
子
（
栗
町
） 

３
千
円

《
ふ
る
さ
と
納
税
》

　
　39
件 

１
４
１
万
８
千
円

※

受
け
付
け
は
15
時
30
分
ま
で

■問 

税
務
課
☎（
42
）４
２
３
５

法
律
相
談

■日 

11
月
21
日（
木
）

■時 

13
時
〜
17
時

■場 

市
民
ホ
ー
ル
（
宮
代
町
）

※

申
し
込
み
は
11
月
14
日（
木
）〜
。

先
着
10
人
。
１
人
20
分

■申
■問 

市
民
協
働
課
☎（
42
）４
２
４
８

成
年
後
見
相
談

■日 

11
月
27
日（
水
） 

■時 

13
時
〜
15
時

■場 

福
祉
ホ
ー
ル
（
川
糸
町
）

■申
■問 

社
会
福
祉
協
議
会

　☎（
43
）２
８
８
１

　F（
43
）２
８
８
２

多
重
債
務
相
談（
司
法
書
士
会
）

■日 

12
月
３
日（
火
） 

■時 

13
時
〜
16
時

■場 

市
役
所

※

申
し
込
み
は
11
月
26
日（
火
）〜
29

日（
金
）

■申
■問 

商
工
労
政
課
☎（
42
）４
２
６
３

総
合
運
動
公
園
第
２
体
育
館

■日 

11
月
３
日（
日
・
祝
）

■時 

９
時
〜
17
時

■場 

上
杉
町
☎（
44
）０
９
９
０

　F（
44
）０
９
９
１

就
職
相
談

■日 

11
月
12
、26
日（
火
） 

■時 

９
時
〜
17
時

■場 

市
役
所
１
階
会
議
室

※

定
員
７
人

■申
■問 

商
工
労
政
課
☎（
42
）４
２
６
４

交
通
事
故
相
談

■日 

11
月
13
、
27
日（
水
）

■時 

９
時
〜
11
時
30
分
、
13
時
〜
16
時

■場 

府
福
知
山
総
合
庁
舎（
福
知
山
市
）

■問 

市
民
協
働
課
☎（
42
）４
２
４
８

健
康
相
談
・
栄
養
相
談

■日 

11
月
18
日（
月
）

■時 

９
時
30
分
〜
11
時
30
分

■場 

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）

■申
■問 

保
健
推
進
課
☎（
42
）０
１
１
１

調
停
相
談

■日 

11
月
20
日（
水
）

■時 

９
時
30
分
〜
正
午

■場 

市
民
ホ
ー
ル
（
宮
代
町
）

■問 

市
民
協
働
課
☎（
42
）４
２
４
８

行
政
相
談

■日 

11
月
20
日（
水
） 

■時 

13
時
〜
15
時

■場 

市
役
所
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

■問 

市
民
協
働
課
☎（
42
）４
２
４
８

税
務
相
談
（
税
理
士
会
）

■日 

11
月
20
日（
水
） 

■時 

13
時
〜
16
時

■場 

市
役
所
１
階
会
議
室

市役所☎（42）3280 F（42）4406  保健推進課F（42）5488

知
っ
得
糖
尿
病

■日 

11
月
10
日（
日
）

■時 

10
時
〜
15
時

■場 

市
立
病
院
（
青
野
町
）

■問 

市
立
病
院
☎（
43
）０
１
２
３

　F（
43
）０
２
４
６

介
護
者
家
族
教
室

■日 

11
月
14
日（
木
）

■時 

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

■場 

ふ
れ
あ
い
の
家
（
栗
町
）

■申
■問 

西
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　☎（
21
）５
０
１
１

が
ん
サ
ロ
ン

■日 

11
月
14
日（
木
） 

■時 

14
時
〜
15
時

■場 

市
立
病
院
（
青
野
町
）

■問 

市
立
病
院
☎（
43
）０
１
２
３

　F（
43
）０
２
４
６

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
ア
ー
ト
教
室

■日 

11
月
16
日（
土
） 

■時 

正
午
〜
16
時

■場 

里
山
交
流
研
修
セ
ン
タ
ー（
鍛
治
屋
町
）

※

参
加
費
４
０
０
０
円
。
定
員
５
人

■申
■問 

里
山
ね
っ
と
・
あ
や
べ

　☎（
47
）０
０
４
０

　F（
47
）０
０
８
４

【記事の見方】　■日 ＝日程  ■時 ＝時間  ■場 ＝場所  ■申 ＝申し込み必要  ■問 ＝問い合わせ先（☎＝電話  F＝ファクス）
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お間違えなく  市立病院☎（43）0123
M
em
o of life

く
ら
し
の
メ
モ

　

〈
11
〜
12
月
上
旬
〉

講
座
・
教
室

催
し
な
ど

無
料
開
放

■時 

19
時
ま
で

窓
口
延
長

相

　
　談

国民年金にゆとりをプラス。自分で入る公的な個人年金。

  

市ホームページに掲載
するバナー広告を
募集します。
1枠縦60ピクセル、
横183ピクセル
詳しくは
お問い合わせください。

〈問い合わせ〉
　秘書広報課
　　　　電話（42）4205

バナー広告
募集
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❶壁がなく災害時など物資をスムーズに運び
込めます　❷262平方㍍の玄関ホール。競技
場や武道場など一部を除き、施設内は外靴で
利用できます　❸武道場の半分は畳敷き。施
設内は全部屋に冷暖房を完備しています　❹
競技場の広さはバレーボールコート２面分、
バドミントンコート８面分です　❺災害時に
使用するかまどベンチ。上の座板を外して使
用します

新
た
な
市
の
交
流
拠
点

駅
北
に
市
民
セ
ン
タ
ー
完
成

予
約
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
の
２

か
月
前
か
ら
に
加
え
て
、
新
た
に

市
内
団
体
に
限
り
、
競
技
場
と
武

道
場
を
全
面
使
用
す
る
場
合
は
、

３
か
月
前
か
ら
の
予
約
が
可
能
。

大
き
な
イ
ベ
ン
ト
の
会
場
確
保
が

ス
ム
ー
ズ
に
行
え
ま
す
。
ま
た
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
だ
け
で
な
く
、

従
来
ど
お
り
市
民
セ
ン
タ
ー
窓
口

で
も
予
約
を
受
け
付
け
ま
す
。
い

ず
れ
も
施
設
の
予
約
に
は
、
事
前

に
利
用
者
情
報
の
登
録
が
必
要
で

す
。
予
約
シ
ス
テ
ム
の
使
用
方
法

な
ど
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
＝
左

記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
参
照
＝
に
掲
載
し

て
い
る
説
明
書
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　市
が
平
成
26
年
度
か
ら
事
業
を

進
め
て
き
た
、
西
町
三
丁
目
の
新

市
民
セ
ン
タ
ー
（
愛
称：あ
や
べ
・

日
東
精
工
ア
リ
ー
ナ
）。
10
月
14

日
に
竣
工
式
を
行
い
、
15
日
か
ら

利
用
を
開
始
し
ま
し
た
。

さ
ま
ざ
ま
な
機
能
を
持
つ
施
設

　同
施
設
は
、
旧
市
民
セ
ン
タ
ー

（
並
松
町
）
と
旧
武
道
館
（
西
町

三
丁
目
）の
老
朽
化
な
ど
に
伴
い
、

両
施
設
の
機
能
を
統
合
し
て
建
設

し
た
も
の
で
す
。
敷
地
は
約
１
万

２
４
０
０
平
方
㍍
、
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
造
３
階
建
て
、
延
べ
床
面

積
は
約
４
６
６
０
平
方
㍍
で
、
５

年
間
の
総
事
業
費
は
約
21
億
円
。

本
市
で
初
め
て
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ

ツ
を
導
入
し
た
施
設
で
す
。

　１
階
に
は
、
柔
道
や
剣
道
、
合

気
道
な
ど
が
で
き
る
武
道
場
を
整

備
し
、
96
席
の
収
納
式
観
覧
席
を

設
置
し
ま
し
た
。
ま
た
、
壁
一
面

が
鏡
張
り
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー

ム
や
シ
ャ
ワ
ー
ル
ー
ム
を
備
え
た

更
衣
室
を
配
置
。
綾
部
公
民
館
や

市
ス
ポ
ー
ツ
協
会
の
事
務
所
、
最

大
約
１
２
０
人
が
収
容
で
き
る
研

修
室
、
30
人
程
度
ま
で
利
用
で
き

る
会
議
室
（
３
室
）
も
備
え
て
い

ま
す
。
２
階
に
は
、
３
階
ま
で
吹

炊
き
出
し
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
し
ま

し
た
。
ま
た
、
敷
地
内
に
は
マ
ン

ホ
ー
ル
ト
イ
レ
や
「
か
ま
ど
」に
転

用
で
き
る
ベ
ン
チ
、
防
災
機
材
を

収
納
で
き
る
ベ
ン
チ
を
配
置
。
市

民
の
安
全
に
備
え
る
拠
点
と
し
て

使
用
し
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
予
約
受
付

　同
施
設
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
使
っ
た
予
約
シ
ス
テ
ム
を
、
市

内
で
初
め
て
導
入
。
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
接
続
で
き
る
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ
ン
な
ど
で
、
休

日
や
夜
間
で
も
施
設
の
利
用
予
約

や
空
き
情
報
が
確
認
で
き
ま
す
。

き
抜
け
の
競
技
場
を
配
置
。
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
や
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、

テ
ニ
ス
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
な
ど
各

種
ス
ポ
ー
ツ
が
楽
し
め
ま
す
。ま
た
、

３
階
部
分
に
は
競
技
の
観
覧
も
で

き
る
保
守
通
路
を
設
け
ま
し
た
。

災
害
時
は
避
難
所
に
利
用

　普
段
は
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
活
動

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
交
流
を
行
う
同

施
設
は
、
災
害
な
ど
緊
急
時
に
は

避
難
所
と
し
て
活
用
す
る
予
定
で

す
。
そ
の
た
め
、
施
設
内
に
防
災

倉
庫
を
配
備
。
建
物
の
南
側
は
１

階
の
一
部
を
屋
外
に
面
し
た
オ
ー

プ
ン
ス
ペ
ー
ス
＝
写
真
①
＝
に
し
、

市
民
セ
ン
タ
ー
最
後
の
イ
ベ
ン
ト

　９
月
29
日
に
は
、
旧
市
民
セ
ン

タ
ー
（
並
松
町
）
最
後
の
イ
ベ
ン

ト
と
し
て
「
あ
り
が
と
う
市
民
セ

ン
タ
ー
思
い
出
ま
つ
り
」（
同
ま
つ

り
実
行
委
員
会
主
催
）
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　同
ま
つ
り
を
企
画
し
た
市
太
鼓

連
合
会
の
蘆
田
正
巳
会
長
は
「
市

民
セ
ン
タ
ー
に
関
わ
っ
た
人
々
が

集
ま
り
、
盛
大
な
ま
つ
り
を
行
え

た
こ
と
を
感
謝
し
て
い
る
」
と
開

会
式
で
あ
い
さ
つ
。
ド
ッ
ジ
ボ
ー

ル
大
会
▽
市
民
団
体
に
よ
る
ス

テ
ー
ジ
発
表
▽
思
い
出
写
真
展
│

な
ど
が
催
さ
れ
、
子
ど
も
か
ら
高

齢
者
ま
で
多
く
の
人
が
別
れ
を
惜

し
み
ま
し
た
。

1 2 3
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開館時間　午前９時～午後10時
休 館 日　年末年始
　　　　 （12月28日～翌年１月４日）
駐車台数　221台（身体障害者用含む）
使用料金　時間帯などにより異なります。
　　　　　詳しくは市ホームページを参照
　　　　　するか、市民センターへお問い
　　　　　合わせください。
住　　所　綾部市西町三丁目南大坪39番地の10
問い合わせ　市民センター☎（42）1320
　　　　　ファクス（45）3011

施設案内

市民センターの
概要や予約方法などは
　　　　　　　　こちら➡
URL https://www.city.ayabe.lg.jp/
       bunkasports/kyoiku/bunka/
       citizencenter/index.html

綾部駅

綾部市役所

新市民
センター

綾部駅前交番

北部産業
創造センター

保健福祉
センター

あやべ健康
プラザ

あやべ
観光案内所

Ⅰ・Tビル

京都府綾部
総合庁舎

至 福知山市

至 京都・舞鶴方面

あやべグンゼ
スクエア

同施設は宮津市にあった海軍工場を移築したもの。
昭和38年から57年間、市民に親しまれました



当
世
流
行
ら
な
い
も
の

ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
の
売
れ
行

き
が
悪
い
ら
し
い
。
特
に
若
い

世
代
の
購
買
意
欲
が
減
退
し
て

お
り
、
そ
の
理
由
の
一
つ
は
と

い
う
と
、
抽
選
が
一
か
月
余
り

も
先
で
即
時
性
に
欠
け
る
こ
と

で
あ
る
と
か
。
確
か
に
、
当
選

金
が
少
額
で
も
短
期
間
で
結
果

が
出
る
く
じ
は
好
調
の
よ
う
で
、

か
つ
て
億
万
長
者
を
密
か
に
夢

に
抱
い
た
姿
は
、
時
代
の
テ
ン

ポ
に
合
わ
な
く
な
っ
た
の
か
。

ま
た
若
者
に
と
っ
て
は
宝
く
じ

売
り
場
に
足
を
運
ぶ
こ
と
も
億

劫
な
よ
う
で
、
さ
す
が
に
最
近

は
ネ
ッ
ト
販
売
も
始
め
た
と
い

う
が
、
さ
て
挽
回
な
る
か
。
宝

く
じ
の
売
り
上
げ
の
一
部
は
地

方
自
治
体
に
も
回
っ
て
く
る
た

め
、
そ
の
動
向
は
自
治
体
の
首

長
に
と
っ
て
全
く
他
人
事
と
も

言
え
な
い
。

ほ
か
に
も
当
世
の
若
者
に
流

行
ら
な
い
も
の
と
し
て
挙
げ
ら

れ
る
の
は
、
飲
み
会
、
ク
ル
マ
、

海
外
旅
行
、封
切
り
映
画
、デ
ー

ト
、
そ
し
て
出
世…
等
々
。
こ

れ
ら
は
全
て
我
々
が
青
春
時
代

に
憧
れ
、
そ
れ
を
得
る
た
め
に

働
き
、
情
熱
を
注
い
だ
も
の
ば

か
り
か
と
思
う
と
隔
世
の
感
、

著
し
い
。
こ
の
四
半
世
紀
の
間

に
何
が
起
き
た
の
か
？
物
質
的

豊
か
さ
と
と
も
に
価
値
観
も
変

化
し
た
た
め
か
。
長
引
く
デ
フ

レ
で
所
得
は
上
が
ら
ず
、
ま
た

格
差
社
会
が
蔓
延
す
る
中
で
若

者
の
闊
達
な
望
み
さ
え
諦
め
さ

せ
て
し
ま
っ
た
の
か…

。

そ
し
て
も
う
一
つ
当
世
流
行

ら
な
い
も
の…

そ
れ
は
若
者
世

代
の
選
挙
離
れ
で
あ
る
。
と
て

も
今
の
世
に
満
た
さ
れ
て
い
る

と
も
思
え
な
い
が
、
そ
れ
で
も

投
票
行
動
を
起
こ
さ
な
い
現
象

を
ど
う
解
く
か
。
政
治
に
な
ど

期
待
し
な
い
と
い
う
、
こ
れ
も

諦
め
で
あ
り
、
更
に
は
そ
れ
が

選
ば
れ
る
側
の
人
格
や
能
力
に

因
る
と
い
う
な
ら
ば
、
そ
の
責

任
は
あ
ま
り
に
重
い
。

山
崎
善
也
（
綾
部
市
長
）

5

116

あ

あ
こ
が

か
く
せ
いあ

き
ら

か
っ
た
つ

よ

ば
ん
か
い

く
う

お
っ

は
　 や

市
民
団
と
と
も
に
21
人
が
訪
中

　常
熟
市
を
訪
問
し
た
の
は
、
山

崎
市
長
を
は
じ
め
、
高
橋
輝
市
議

会
議
長
、
高
升
正
彦
市
立
病
院
長

ら
５
人
の
公
式
団
と
市
日
本
中
国

友
好
協
会
の
松
本
哲
郎
会
長
を
は

じ
め
と
す
る
、
16
人
の
市
民
団
で

す
。
19
日
は
同
市
の
焦
亜
飛
市
長

友
好
都
市
締
結
30
周
年

訪
中
で
交
流
を
再
確
認

　
本
市
と
中
国
・
常
熟
市
の
友
好
都
市
締
結
30
周
年
を

記
念
し
、
市
公
式
団
（
団
長
、
山
崎
善
也
・
綾
部
市
長
）

と
市
民
団
が
９
月
19
〜
22
日
に
常
熟
市
を
訪
問
。
今
後

の
友
好
交
流
を
改
め
て
確
認
し
合
い
ま
し
た
。

　
市
は
、
男
女
共
同
参
画
へ
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
う

た
め
、
小
・
中
学
生
を
対
象
と
し
た
図
画
・
ポ
ス
タ
ー

コ
ン
ク
ー
ル
を
開
催
し
ま
し
た
。
応
募
数
は
小
学
校
３

３
８
点
（
低
学
年
１
９
１
点
、
高
学
年
１
４
７
点
）、

中
学
校
１
９
３
点
の
計
５
３
１
点
。
入
賞
者
は
次
の
皆

さ
ん
で
す
（
敬
称
略
）。

4

ら
を
表
敬
訪
問
し
た
後
、
30
周
年

記
念
晩
餐
会
に
出
席
。
晩
餐
会
に

は
、
同
市
の
友
好
都
市
で
あ
る
、

鹿
児
島
県
薩
摩
川
内
市
と
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
・
タ
ウ
ン
ズ
ビ
ル
市
、
韓

国
・
務
安
郡
の
各
首
長
ら
も
出
席

し
、
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

４
市
１
郡
が
連
名
で
署
名

　翌
20
日
は
、
市
内
の
名
所
「
尚

湖
」
を
視
察
し
、
記
念
植
樹
＝
写

真
上
＝
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、

常
熟
市
国
際
友
好
都
市
文
化
観
光

フ
ォ
ー
ラ
ム
に
、
ほ
か
の
友
好
都

市
と
と
も
に
参
加
。
山
崎
市
長
が

本
市
に
つ
い
て
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
し
た
ほ
か
、
文
化
と
観
光
に
関

す
る
宣
言
に
４
市
１
郡
が
連
名
で

署
名
＝
写
真
右
下
＝
し
ま
し
た
。

　訪
問
団
は
21
日
、
常
熟
市
第
二

人
民
病
院
や
展
示
館
を
視
察
。
22

日
に
そ
ろ
っ
て
帰
綾
し
ま
し
た
。

行
政
・
市
民
で
友
好
促
進

　本
市
の
公
式
訪
問
は
、
平
成
26

年
以
来
５
年
ぶ
り
。
今
回
の
訪
中

は
、
６
月
１
日
に
来
綾
し
た
焦
市

長
＝
本
紙
６
月
号
掲
載
＝
か
ら
の

招
待
を
受
け
実
現
し
ま
し
た
。
６

月
に
本
市
で
開
催
し
た
記
念
式
典

で
は
、
両
市
が
友
好
宣
言
書
に
署

名
し
「
平
和
友
好
」「
平
等
互
恵
」

「
相
互
信
頼
」「
長
期
安
定
」
の
原

則
を
再
確
認
。
今
後
も
、
行
政
や

市
民
同
士
の
交
流
を
進
め
ま
す
。

し
ょ
う
あ
ひ

サクラの木を植樹した一画には、友好都市締結５周年の記
念碑や20周年記念の石灯籠なども残っている

「国際友好都市文化観
光協力宣言」では、文
化や観光の分野でさら
に交流を促進し、互い
の発展を目指すことを
うたっている

小
学
校
低
学
年
の
部

最
優
秀
＝
引
原
菜
花
（
上
林
小
２

年
）
優
秀
＝
森
颯
介
（
西
八
田
小

３
年
）▽
瀧
花
朋
実
（
東
八
田
小

３
年
）
入
賞
＝
井
末
夢
香
（
綾
部

小
１
年
）▽
指
田
歌
歩
（
同
）▽
四

方
睦
人
（
同
）▽
原
田
萌
音
（
豊

里
小
３
年
）▽
渡
辺
こ
と
（
東
八

田
小
３
年
）

小
学
校
高
学
年
の
部

最
優
秀
＝
松
家
も
も
乃
み
（
綾
部

小
４
年
）
優
秀
＝
岸
本
紗
來
（
同
）

▽
辻
村
里
彩
（
中
筋
小
４
年
）
入

賞
＝
小
西
結
宇
（
綾
部
小
４
年
）

▽
佐
藤
瑛
星
（
同
）▽
中
谷
琉
晶

（
中
筋
小
４
年
）▽
稲
葉
千
紘
（
東

八
田
小
４
年
）▽
山
𦚰
涼
誠
（
同
）

中
学
生
の
部

最
優
秀
＝
岡
田
実
菜
（
綾
部
中
１

年
）
優
秀
＝
櫻
井
麗
李
（
同
）▽

能
勢
友
奏
（
八
田
中
３
年
）
入
賞

＝
上
原
果
穂
（
綾
部
中
１
年
）▽

別
府
勇
希（
同
）▽
山
口
葉
子（
同
）

▽
植
田
結
羽
（
何
北
中
３
年
）▽

三
浦
冬
聖
（
八
田
中
３
年
）

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
賞

柏
原
優
斗
（
中
筋
小
４
年
）

男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り

図
画・ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

キャッチフレーズ賞
男女みとめ合い協力
明るい社会

～ 最優秀作品 ～
小
学
校
低
学
年
の
部
　
　

引
原
菜
花

中学生の部
　　  岡 田実菜

　柏原優斗

小
学
校
高
学
年
の
部
　 

　
　

松
家
も
も
乃
み

な
ば
な

い
ず
え

さ
し
だ
　

 

か
　ほ
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し
と
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ま
つ
か

さ
　ら

り
　さ

ひ
で
と

あ
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な

み
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ひ
が
し

れ
い
な

じ
ゃ
じ
ま
は
　な
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　ん ま
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　き

み
な
み

し
　ほ

お
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ざ
わ 

き
っ
ぺ
い も

え
か

た
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が

ゆ
　う

え
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ゅ
う
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ょ
う
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せ
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れ
　

 

り
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と
　あ

第
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回
世
界
連
邦
推
進
小・中
学
生

ポ
ス
タ
ー・作
文
コ
ン
ク
ー
ル

　
地
球
市
民
の
集
い
実
行
委
員
会

（
委
員
長
、山
崎
善
也・綾
部
市
長
）

が
、
平
和
と
環
境
を
テ
ー
マ
に

行
っ
て
い
る
コ
ン
ク
ー
ル
の
入
賞

作
品
が
決
ま
り
ま
し
た
。
本
年
度

の
応
募
は
ポ
ス
タ
ー
２
７
１
点
、

作
文
１
２
８
点
。
入
賞
者
は
次
の

皆
さ
ん
で
す
（
敬
称
略
）。

ポ
ス
タ
ー
の
部

最
優
秀
＝
大
内
秀
人
（
上
林
中
２

年
）
優
秀
＝
大
倉
萌
花
（
綾
部
小

６
年
）▽
奥
澤
吉
平
（
同
）
佳
作

＝
梅
原
大
河
（
豊
里
中
２
年
）▽

由
良
愛
菜
（
綾
部
中
１
年
）▽
相

根
怜
奈
（
綾
部
小
６
年
）▽
四
方

美
結
（
同
）▽
麝
嶋
巴
菜
（
同
）▽

東
あ
か
り
（
同
）▽
藤
田
紫
芳
（
中

筋
小
５
年
）

作
文
の
部

最
優
秀
＝
塩
見
香
織
（
豊
里
中
２

年
）
優
秀
＝
尾
松
紗
奈
（
同
）▽

田
中
茉
優
（
八
田
中
２
年
）▽
山

内
月
然
（
西
八
田
小
６
年
）
佳
作

＝
中
田
侑
希
（
何
北
中
２
年
）▽

井
上
紗
希
（
八
田
中
２
年
）▽
神

田
南
美
（
同
）▽
木
村
楓
（
同
）

  「
戦
争
を
知
る
こ
と
」

　
　
　
　
　
　 塩
見
香
織

　一
人
ひ
と
り
が
過
去
の
戦
争

を
知
り
、「
戦
争
な
ん
か
、
や
り

た
く
な
い
」
と
い
う
想
い
と
、

戦
争
に
つ
い
て
の
知
識
を
受
け

継
い
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
だ
と
、
私
は
思
う
。
そ
の

た
め
に
も
、
私
は
積
極
的
に
見

て
、
聞
い
て
、
知
っ
て
、
未
来

を
よ
り
良
く
す
る
た
め
に
動
こ

う
と
思
う
。（
抜
粋
）

〜 

最
優
秀
作
品 

〜

「
こ
れ
か
ら
の

  

未
来
を
か
え
てい
く
の
は

　
　
　
　

 

あ
な
た
で
す
」

　
　
　
　
　大
内
秀
人

当
世
流
行
ら
な
い
も
の

ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
の
売
れ
行

き
が
悪
い
ら
し
い
。
特
に
若
い

世
代
の
購
買
意
欲
が
減
退
し
て

お
り
、
そ
の
理
由
の
一
つ
は
と

い
う
と
、
抽
選
が
一
か
月
余
り

も
先
で
即
時
性
に
欠
け
る
こ
と

で
あ
る
と
か
。
確
か
に
、
当
選

金
が
少
額
で
も
短
期
間
で
結
果

が
出
る
く
じ
は
好
調
の
よ
う
で
、

か
つ
て
億
万
長
者
を
密
か
に
夢

に
抱
い
た
姿
は
、
時
代
の
テ
ン

ポ
に
合
わ
な
く
な
っ
た
の
か
。

ま
た
若
者
に
と
っ
て
は
宝
く
じ

売
り
場
に
足
を
運
ぶ
こ
と
も
億

劫
な
よ
う
で
、
さ
す
が
に
最
近

は
ネ
ッ
ト
販
売
も
始
め
た
と
い

う
が
、
さ
て
挽
回
な
る
か
。
宝

く
じ
の
売
り
上
げ
の
一
部
は
地

方
自
治
体
に
も
回
っ
て
く
る
た

め
、
そ
の
動
向
は
自
治
体
の
首

長
に
と
っ
て
全
く
他
人
事
と
も

言
え
な
い
。

ほ
か
に
も
当
世
の
若
者
に
流

行
ら
な
い
も
の
と
し
て
挙
げ
ら

れ
る
の
は
、
飲
み
会
、
ク
ル
マ
、

海
外
旅
行
、封
切
り
映
画
、デ
ー

ト
、
そ
し
て
出
世…
等
々
。
こ

れ
ら
は
全
て
我
々
が
青
春
時
代

に
憧
れ
、
そ
れ
を
得
る
た
め
に

働
き
、
情
熱
を
注
い
だ
も
の
ば

か
り
か
と
思
う
と
隔
世
の
感
、

著
し
い
。
こ
の
四
半
世
紀
の
間

に
何
が
起
き
た
の
か
？
物
質
的

豊
か
さ
と
と
も
に
価
値
観
も
変

化
し
た
た
め
か
。
長
引
く
デ
フ

レ
で
所
得
は
上
が
ら
ず
、
ま
た

格
差
社
会
が
蔓
延
す
る
中
で
若

者
の
闊
達
な
望
み
さ
え
諦
め
さ

せ
て
し
ま
っ
た
の
か…

。

そ
し
て
も
う
一
つ
当
世
流
行

ら
な
い
も
の…

そ
れ
は
若
者
世

代
の
選
挙
離
れ
で
あ
る
。
と
て

も
今
の
世
に
満
た
さ
れ
て
い
る

と
も
思
え
な
い
が
、
そ
れ
で
も

投
票
行
動
を
起
こ
さ
な
い
現
象

を
ど
う
解
く
か
。
政
治
に
な
ど

期
待
し
な
い
と
い
う
、
こ
れ
も

諦
め
で
あ
り
、
更
に
は
そ
れ
が

選
ば
れ
る
側
の
人
格
や
能
力
に

因
る
と
い
う
な
ら
ば
、
そ
の
責

任
は
あ
ま
り
に
重
い
。

山
崎
善
也
（
綾
部
市
長
）

5

116

あ

あ
こ
が

か
く
せ
いあ

き
ら

か
っ
た
つ

よ

ば
ん
か
い

く
う

お
っ

は
　 や

市
民
団
と
と
も
に
21
人
が
訪
中

　常
熟
市
を
訪
問
し
た
の
は
、
山

崎
市
長
を
は
じ
め
、
高
橋
輝
市
議

会
議
長
、
高
升
正
彦
市
立
病
院
長

ら
５
人
の
公
式
団
と
市
日
本
中
国

友
好
協
会
の
松
本
哲
郎
会
長
を
は

じ
め
と
す
る
、
16
人
の
市
民
団
で

す
。
19
日
は
同
市
の
焦
亜
飛
市
長

友
好
都
市
締
結
30
周
年

訪
中
で
交
流
を
再
確
認

　
本
市
と
中
国
・
常
熟
市
の
友
好
都
市
締
結
30
周
年
を

記
念
し
、
市
公
式
団
（
団
長
、
山
崎
善
也
・
綾
部
市
長
）

と
市
民
団
が
９
月
19
〜
22
日
に
常
熟
市
を
訪
問
。
今
後

の
友
好
交
流
を
改
め
て
確
認
し
合
い
ま
し
た
。

　
市
は
、
男
女
共
同
参
画
へ
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
う

た
め
、
小
・
中
学
生
を
対
象
と
し
た
図
画
・
ポ
ス
タ
ー

コ
ン
ク
ー
ル
を
開
催
し
ま
し
た
。
応
募
数
は
小
学
校
３

３
８
点
（
低
学
年
１
９
１
点
、
高
学
年
１
４
７
点
）、

中
学
校
１
９
３
点
の
計
５
３
１
点
。
入
賞
者
は
次
の
皆

さ
ん
で
す
（
敬
称
略
）。

4

ら
を
表
敬
訪
問
し
た
後
、
30
周
年

記
念
晩
餐
会
に
出
席
。
晩
餐
会
に

は
、
同
市
の
友
好
都
市
で
あ
る
、

鹿
児
島
県
薩
摩
川
内
市
と
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
・
タ
ウ
ン
ズ
ビ
ル
市
、
韓

国
・
務
安
郡
の
各
首
長
ら
も
出
席

し
、
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

４
市
１
郡
が
連
名
で
署
名

　翌
20
日
は
、
市
内
の
名
所
「
尚

湖
」
を
視
察
し
、
記
念
植
樹
＝
写

真
上
＝
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、

常
熟
市
国
際
友
好
都
市
文
化
観
光

フ
ォ
ー
ラ
ム
に
、
ほ
か
の
友
好
都

市
と
と
も
に
参
加
。
山
崎
市
長
が

本
市
に
つ
い
て
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
し
た
ほ
か
、
文
化
と
観
光
に
関

す
る
宣
言
に
４
市
１
郡
が
連
名
で

署
名
＝
写
真
右
下
＝
し
ま
し
た
。

　訪
問
団
は
21
日
、
常
熟
市
第
二

人
民
病
院
や
展
示
館
を
視
察
。
22

日
に
そ
ろ
っ
て
帰
綾
し
ま
し
た
。

行
政
・
市
民
で
友
好
促
進

　本
市
の
公
式
訪
問
は
、
平
成
26

年
以
来
５
年
ぶ
り
。
今
回
の
訪
中

は
、
６
月
１
日
に
来
綾
し
た
焦
市

長
＝
本
紙
６
月
号
掲
載
＝
か
ら
の

招
待
を
受
け
実
現
し
ま
し
た
。
６

月
に
本
市
で
開
催
し
た
記
念
式
典

で
は
、
両
市
が
友
好
宣
言
書
に
署

名
し
「
平
和
友
好
」「
平
等
互
恵
」

「
相
互
信
頼
」「
長
期
安
定
」
の
原

則
を
再
確
認
。
今
後
も
、
行
政
や

市
民
同
士
の
交
流
を
進
め
ま
す
。

し
ょ
う
あ
ひ

サクラの木を植樹した一画には、友好都市締結５周年の記
念碑や20周年記念の石灯籠なども残っている

「国際友好都市文化観
光協力宣言」では、文
化や観光の分野でさら
に交流を促進し、互い
の発展を目指すことを
うたっている

小
学
校
低
学
年
の
部

最
優
秀
＝
引
原
菜
花
（
上
林
小
２

年
）
優
秀
＝
森
颯
介
（
西
八
田
小

３
年
）▽
瀧
花
朋
実
（
東
八
田
小

３
年
）
入
賞
＝
井
末
夢
香
（
綾
部

小
１
年
）▽
指
田
歌
歩
（
同
）▽
四

方
睦
人
（
同
）▽
原
田
萌
音
（
豊

里
小
３
年
）▽
渡
辺
こ
と
（
東
八

田
小
３
年
）

小
学
校
高
学
年
の
部

最
優
秀
＝
松
家
も
も
乃
み
（
綾
部

小
４
年
）
優
秀
＝
岸
本
紗
來
（
同
）

▽
辻
村
里
彩
（
中
筋
小
４
年
）
入

賞
＝
小
西
結
宇
（
綾
部
小
４
年
）

▽
佐
藤
瑛
星
（
同
）▽
中
谷
琉
晶

（
中
筋
小
４
年
）▽
稲
葉
千
紘
（
東

八
田
小
４
年
）▽
山
𦚰
涼
誠
（
同
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中
学
生
の
部

最
優
秀
＝
岡
田
実
菜
（
綾
部
中
１

年
）
優
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櫻
井
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李
（
同
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勢
友
奏
（
八
田
中
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年
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入
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上
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果
穂
（
綾
部
中
１
年
）▽

別
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勇
希（
同
）▽
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口
葉
子（
同
）

▽
植
田
結
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（
何
北
中
３
年
）▽

三
浦
冬
聖
（
八
田
中
３
年
）

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
賞

柏
原
優
斗
（
中
筋
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４
年
）

男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り

図
画・ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

キャッチフレーズ賞
男女みとめ合い協力
明るい社会
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地
球
市
民
の
集
い
実
行
委
員
会

（
委
員
長
、山
崎
善
也・綾
部
市
長
）

が
、
平
和
と
環
境
を
テ
ー
マ
に

行
っ
て
い
る
コ
ン
ク
ー
ル
の
入
賞

作
品
が
決
ま
り
ま
し
た
。
本
年
度

の
応
募
は
ポ
ス
タ
ー
２
７
１
点
、

作
文
１
２
８
点
。
入
賞
者
は
次
の

皆
さ
ん
で
す
（
敬
称
略
）。

ポ
ス
タ
ー
の
部

最
優
秀
＝
大
内
秀
人
（
上
林
中
２

年
）
優
秀
＝
大
倉
萌
花
（
綾
部
小

６
年
）▽
奥
澤
吉
平
（
同
）
佳
作

＝
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２
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」

　
　
　
　
　大
内
秀
人
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市
は
「
第
２
回
ま
ゆ
ピ
ー
着
せ

替
え
コ
ン
テ
ス
ト
」
を
開
催
。
ま

ゆ
ピ
ー
の
ぬ
い
ぐ
る
み
に
衣
装
を

着
せ
た
作
品
を
募
集
し
ま
し
た
。

作
品
11
点
の
中
か
ら
、
人
気
投
票

で
グ
ラ
ン
プ
リ
を
決
定
し
ま
す
。

投
票
方
法

投
票
期
限
／
11
月
15
日（
金
）必

着
。
投
票
方
法
／
①
あ
な
た
が
選

ん
だ
作
品
の
番
号
②
本
紙
へ
の
意

見
や
感
想―

を
記
載
し
て
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
＝
左
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

＝
か
ら
投
票
す
る
か
郵
送
、
フ
ァ

ク
ス
、
メ
ー
ル
で
秘
書
広
報
課
へ
。

あ
て
先
／
郵
送
＝
〒
６
２
３
ー
８

５
０
１
綾
部
市
若
竹
町
８
ー
１
綾

部
市
役
所
秘
書
広
報
課 

着
せ
替
え

コ
ン
テ
ス
ト
係
。フ
ァ
ク
ス
＝（
42
）

４
９
０
５
。メ
ー
ル
＝hisyokoho

@
city.ayabe.lg.jp

。
そ
の
他
／
グ

ラ
ン
プ
リ
作
品
は
、
本
紙
12
月
号

で
紹
介
し
ま
す
。

問
同
課
☎（
42
）４
２
０
５

あなたが選ぶグランプリ

ラインスタンプ販売中！

投票はこちら
▼

❶ひらひらワンピース ❷かわいこちゃん♡ ❸ファッションショー ❹むら人、たび人

❺ゆかたを着てお祭りに行こう！ ❻ドット柄のワンピース ❼きらきらレースワンピース

❽星がらレースワンピース ❾たんぽぽボタンとレースワンピース 10バラ園の妖精まゆピーちゃん
　  ～皆様にバラの香りと幸せをふりまきます

11お手伝いがんばるよ。

真っ白なまゆピーに似合う
ピンク色のスカートです
真っ白なまゆピーに似合う
ピンク色のスカートです

まゆピーがかわいくなるように
ひらひらをつけました
まゆピーがかわいくなるように
ひらひらをつけました

スカート・ズボンどちらにも
できる服です
スカート・ズボンどちらにも
できる服です

初めて糸で縫ったり、ボタンを
つけたりしました
初めて糸で縫ったり、ボタンを
つけたりしました

ワンピースをアレンジしました。
後ろにつけたリボンがポイントです
ワンピースをアレンジしました。
後ろにつけたリボンがポイントです ワンピースに合うボタンをつけましたワンピースに合うボタンをつけました キラキラのレースをつけたところがポイントですキラキラのレースをつけたところがポイントです

レースをつけて、長めのワン
ピースにしました
レースをつけて、長めのワン
ピースにしました

上下の柄の相性がおかしくなら
ないように飾り付けました
上下の柄の相性がおかしくなら
ないように飾り付けました

手に持っているステッキを一振り
すると、バラの香りが広がります
手に持っているステッキを一振り
すると、バラの香りが広がります

料理の楽しさを表現したい
と思いました
料理の楽しさを表現したい
と思いました

第２回

URL https://line.me/S/sticker/
　　 7055163

URL https://forms.gle/
　　 KfGtWb5cE5r3ktYQA

7

小学校の給食が楽しみ！

　９月16日の敬老の日、府内最高
齢の久馬晴枝さん（小畑町、110
歳）を山﨑清吾副市長と綾城義治
府中丹広域振興局長が訪問。親族
10人も同席し、記念品を手渡すな
どして長寿を祝いました。

　綾部幼稚園の園児６人が９
月26日、上野町の綾部小学校
で給食体験を行いました。園
児は同校の栄養教諭から、給
食時間の過ごし方などを教わ
った後、牛乳とパンの配膳に
挑戦。元気に「いただきます」
とあいさつし、温かい給食を
味わいました。体験は今後も
継続して実施します。

青野町の市立病院（高升正彦院長）は
９月29日、高校生を対象にコメディカル
体験を実施しました。コメディカルと
は、病院で働く薬剤師や作業療法士など
の医療従事者のこと。市内外から参加し
た65人は９職種に分かれ、調剤や人工呼
吸器の装着など、普段はできない体験に
興味津々で取り組みました。

高校生が病院の仕事を体験

　市は本紙令和２年３月号までの毎号、災害時の非
常食として活用できる「焼きいも缶詰（85㌘）」のプ
レゼントクイズを実施します。この缶詰は、本市が
加盟する府広報協議会と情報発信などを行う企業と
の連携協定締結記念として提供いただいたもの。防
災に役立てるため、クイズを企画しました。
　応募者の中から抽選で、缶詰２缶を毎月５人にプ
レゼントします。ふるってご応募ください。
※当選者の発表は、商品の発送・当選連絡をもって代えさせ
ていただきます。

応募方法：クイズの答えと住所、氏名、年齢、電話番号、今
月の広報紙への感想、商品の受け取り方法（市役
所で受け取りか郵送）を記入の上、郵送かメー
ル、ファクスで秘書広報課へ

応募締切：11月11日（月）必着
宛　　先：〒623-8501 綾部市若竹町8-1
　　　　　綾部市役所秘書広報課　ねっと10月号防災クイズ係
メ ー ル：hisyokoho@city.ayabe.lg.jp
ファクス：（42）4905
＜問い合わせ＞ 同課☎（42）4205

府
内
最
高
齢
の
久
馬
さ
ん  

長
寿
を
祝
う

いただきます！
いただきます！

クイズで
防災の知識を深めよう！
非常食プレゼント

今月のクイズ
水害で避難するときに、より適した履物は？

①長靴　　②運動靴　　③はだし
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